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ロ
ン
ド
ン
西
部
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン

に
位
置
し
、
世
界
最
大
規
模
の
生
命
科
学
・

地
球
科
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
誇
る
自
然
史

博
物
館
（N

atural H
istory M

useum

）。

植
物
学
、
昆
虫
学
、
鉱
物
学
、
古
生
物

学
、
動
物
学
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
標
本

８
０
０
０
万
点
余
り
を
収
蔵
す
る
一
方
、
科

学
者
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
研
究
を
行

う
機
関
で
も
あ
る
。

　

年
間
５
０
０
万
人
以
上
の
来
館
者
を
魅
了

す
る
同
館
の
歩
み
は
、
１
７
５
９
年
に
誕
生

し
た
大
英
博
物
館
に
始
ま
る
。
医
師
で
収
集

家
の
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
卿
が
集
め
た
数
多

く
の
収
蔵
品
に
加
え
、
18
世
紀
後
半
に
は
、

探
検
家
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
船
長
の
航
海

に
同
行
し
た
植
物
学
者
ジ
ョ
ゼ
フ
・
バ
ン
ク

ス
が
持
ち
帰
っ
た
膨
大
な
量
の
標
本
や
ス

ケ
ッ
チ
な
ど
に
よ
り
、
自
然
史
に
関
す
る
収

蔵
品
の
数
が
急
増
。
年
を
追
う
ご
と
に
そ
の

数
は
膨
れ
上
が
り
、
展
示
室
は
雑
然
と
し
、

収
拾
が
つ
か
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

そ
の
有
り
様
を
嘆
き
、
対
策
に
乗
り
出
し

た
の
が
、
大
英
博
物
館
の
自
然
史
部
門
の
最

高
責
任
者
だ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
ウ
ェ

ン
博
士
だ
。
博
士
が
大
英
博
物
館
評
議
会

や
政
府
に
働
き
か
け
、
自
然
史
に
特
化
し

た
ス
ペ
ー
ス
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
た
結

果
、
１
８
８
１
年
に
大
英
博
物
館
の
分
館

「British M
useum

（N
atural H

istory

）」

の
開
館
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ

が
オ
ー
ウ
ェ
ン
博
士
が
「
自
然
の
大
聖
堂

（cathedral to nature

）」
と
称
し
た
、
サ

ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
に
あ
る
自
然
史
博
物

館
で
あ
る
。
１
９
６
３
年
ま
で
は
大
英
博
物

館
の
名
を
冠
し
た
が
、
以
降
は
独
立
し
た

機
関
と
し
て
機
能
し
、
92
年
に
は
公
式
に

「N
atural H

istory M
useum

（
自
然
史
博

物
館
）」
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。

　

展
示
は
内
容
別
に
色
分
け
さ
れ
、
グ
リ
ー

ン
、
ブ
ル
ー
、
レ
ッ
ド
、
オ
レ
ン
ジ
の
４
つ

の
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
今
回
編
集

部
で
は
、
自
然
史
博
物
館
の
世
界
を
堪
能
す

べ
く
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
て
く
れ
る
で

あ
ろ
う
見
ど
こ
ろ
を
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
し
て
お

届
け
す
る
こ
と
に
し
た
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

紹
介
す
る
展
示
群
を
は
じ
め
の
一
歩
に
、
好

奇
心
の
赴
く
ま
ま
に
歩
い
て
名
だ
た
る
科
学

者
や
収
集
家
ら
が
残
し
た
情
熱
と
知
の
結
晶

に
触
れ
て
み
よ
う
！

知的好奇心を刺激！ 自然を崇める大聖堂

自然史博物館巡り
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自然史博物館の中央に位置する「ヒ
ンツホール」と、その東に広がるグ
リーン・ゾーン。まずは大聖堂を思わ
せるステンドグラスや装飾が美しいヒ
ンツホールを中心に回ってみよう！

クロムウェル・ロード側の入り口から入館した来館者
を迎えるのが、同館の設計を担当した建築家アルフ
レッド・ウォーターハウスのこだわりが随所に見られ
るヒンツホール。堂々たる大階段を上るとホールを囲
む回廊へとつながる。ステンドグラスからの光が差し

ア

ー
チ部分に猿

の

彫
刻

！

人 間 の 乱 獲 な ど に よ っ て 絶 滅 し た、 飛 べ な い 鳥
「ドードー」の骨格。ドードーは「不思議の国のアリ

ス」に登場することでも知られる。

2017 年以降、「ディッピー」の愛称で知られた恐竜ディプロド
クスの骨格標本に代わり、絶滅の危機が叫ばれているシロナガ
スクジラの骨格標本「ホープ」が泳ぐような格好で展示されて
いる。大階段の途中でホール全体を見渡すように据えられてい
るのは、自然科学者チャールズ・ダーウィンの像。

プロの化石ハン
ターとして、化石
発掘に人生を捧げ
たメアリー・アニ
ング。
下の QR コードを
読み込んで、彼女
の物語を読もう！

込むこの回廊からのホールの眺めはうっとりするほ
どの美しさ。この場に立つだけでも同館を訪れる
価値があるだろう。月に１回、夜間イベントとし
て、ヘッドフォンをつけて踊るサイレントディス
コが開催されており（要予約、2019 年 11 月まで）、
一味違った体験ができる。  ヒンツホール 

▲

MAP ①

ヒンツホールの回廊にある「宝物」と
銘打つギャラリーでは、同館のコレク
ションの中でも特に貴重な品およそ
20 点を展示。恐竜と鳥類のつながり
を示唆する始祖鳥（Archaeopteryx）
の化石や、ダーウィンとほぼ同時期
に進化論を導き出した博物学者アル
フレッド・ラッセル・ウォレスの珠
玉の蝶標本などを探してみよう。
  宝物 

▲

MAP ②

鉱物ギャラリーの先にある「貯蔵庫」と名
づけられた一室では、数々の宝石が艶やか
な光を放っている。中でも、持つ人を不幸
にすると悪名高い呪われたアメジスト（The 
Cursed Amethyst）や、ブラジル皇帝ペドロ
1 世から第６代デヴォンシャー公爵の手にわ
たった世界最大級のエメラルドにご注目を！
  貯蔵庫 

▲

MAP ③

恐竜が陸地を闊歩していた時代、海中では
どのような生物がうごめいていたのか？ そ
の世界へと来館者を誘うのが海生爬虫類の
化石ギャラリー。後にプロの化石ハンター
として成長する当時 12 歳のメアリー・アニ
ングが英南西部ドーセットで 19 世紀に世界
で初めて発見した、イクチオサウルス全骨
格などが展示されている。
 海生爬虫類の化石 

▲

MAP ④

必見建築！ ヒンツホール

化石ハンター、 メアリー・アニング
自然史博物館の至宝

貯蔵庫の呪われたアメジスト

天井には植物を描いたパネル162点
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恐竜、哺乳類、鳥類など、地上
に生息した多様な生き物を紹介
するブルー・ゾーン。動く恐竜
模型に加え、実物大の模型が多
く、子どもに人気あり。

ここから入ると、シロナガスクジ
ラ の 模 型 を 掲 げ る ヒ ン ツ ホ ー ル

（８頁参照）がすぐに現れる。

レッド・ゾーン（10 頁
参照）に行きたい人は
この入り口を利用する
のが便利。ただ入館を
待つ人で行列ができて
いることもある。

フロア２

フロア１

ヒンツホール

恐竜

哺乳類
（ブルーウェール・モデル）

海生爬虫類の
化石

鉱物

火山・地震

人類の進化

ヒンツホールは吹き抜
けになっていて、上階
の回廊からホールを見
渡すことができる。

イースト・ビリオン

鳥
ヒトの生物学

自然の
イメージ

ワイルドライフ
ガーデン

ダーウィン・センター

アッテンバラ・ 
スタジオ動物学

ダイオウイカなどが展
示され、特定の時間の
み公開される（15 ポン
ド、予約推奨）。 貯蔵庫

地球の宝物

生命の誕生

節足動物

宝物

ジャイアント・
セコイア

魚類・両生類・爬虫類
海生無脊椎
動物

     オレンジ・ゾーン

2009 年にオープンしたダーウィン・セ
ンターと、ワイルドライフ・ガーデンか
ら成るゾーン。ダーウィン・センター内
のコクーン（Cocoon）では、昆虫学・
植物学を中心に研究・展示が行われる。

グランド・フロア

アースホール
エキシビション・
ロード入り口

クイーンズ
ゲート入り口

クロムウェル・ロード
入り口

1

2
8

3 9

4
10

5

6
7

QR コードを読
み込んで、自然
史博物館の誕生
物語を読もう！

▲

「Dinosaur」（ 恐 竜 ）
という言葉を作った
リチャード・オーウェ
ン博士。自然史博物
館を誕生させた立役
者のひとりでもある。

自然学者デイヴィッド・アッテン
バラの名を冠するスタジオ。毎週
金・土・日曜にトーク・イベント
が催される（入場無料）。

シロナガスクジラや絶滅した
マンモスなど、哺乳類の模型
が迫力満点のギャラリー＝写
真。隣接する哺乳類室には、
平均体重わずか４グラムとさ
れる小さな哺乳類ヨーロッパ
ヒ メ ト ガ リ ネ ズ ミ（Pygmy 
Shrew）から、北極グマまで
の模型がずらり。合わせて訪
れると哺乳類の多様さを実感
できる。

哺乳類（ブルーウェール・
モデル ) 

▲

MAP ⑥

哺乳類の巨大模型が勢ぞろい！ 

恐竜の生態から絶滅まで、骨格標本や模型を
使って解説してくれる恐竜ギャラリー。何と
いっても花形は、動くティラノサウルス・レッ
クス＝写真上。尻尾、手先まで細かく動く様子
に見入っていると、こちらに向かって走り出す
のではないかという恐怖心が…。草食恐竜トリ
ケラトプスやティラノサウルスの頭蓋骨＝同上
右＝が展示室に入って右手の頭上にあるので、
こちらもお見逃しなく。恐竜 

▲

MAP ⑤

人気ナンバーワン！

動くティラノサウルス

2019 年 ６ 月 30 日 ま で 写 真 展「Wildlife 
Photographer of the Year」が開催されて
いる（大人 13.50 ポンド～）。

ラスティング・
インプレッション

ウォーターハウス・
ギャラリーコクーン

あまりの

迫力に

泣き出す子も

レストレス・サーフェース

ジャーウッド
ギャラリー

哺乳類

グランド・フロア
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１万年前の英国人
チェダーマン

地球の営みを知る地学や生命
の進化を伝えるレッド・ゾー
ン。自然への畏怖の念を抱か
ずにはいられない展示が目白
押し！

最寄り駅：サウス・ケンジントン駅、グロ
スター・ロード駅（ともにディストリクト
線、サークル線、ピカデリー線）
開館時間：午前 10 時～午後５時 50 分

（最終入館 午後５時 30 分）
入場料：無料
特別企画：特別夜間開館や各種イベントを
定期的に開催中。５月 17 日からはアポロ
11 号の月面着陸 50 年を記念して、月の形
をしたインスタレーションが登場する。月
の下でのワイン・テイスティングやヨガ・
クラスが予定されている。

グッズ売り場充実！

お土産やプレゼントにも

　　　　　　　　ぴったり

トリセラトプスの模型
        10 ポンド

プレスタットとのコラボチョコ
３ポンド

ナイトスカイ・プロジェクター
15 ポンド

タンブルストーン
各１ポンド

Natural History Museum
Cromwell Road, London SW7 5BD
www.nhm.ac.uk

日本の地震を疑似体験

ダイヤモンド、 輝きの秘密を知る
英国最古の人骨 チェダーマン

地球がどのように形作られているかを、インタラクティブな
展示や映像などで紹介する火山＆地震ギャラリー。地震の疑
似体験ができるスペースでは、神戸スーパーマーケットと名
づけられた区画＝写真＝の床が定期的に揺れる仕掛けとなっ
ている。火山・地震 

▲

MAP ⑧

人々を魅了する宝石から、生活に欠か
せない日用品の素材となる鉄・スチー
ル（鋼）まで、地球の宝を集めた展
示室。ダイヤモンドがどのように発掘
され、形作られるかを収めた映像や、
カットによって異なる輝きを紹介する
ダイヤモンドの展示、暗闇で光る鉱物
などが、照明を落とした空間に並ぶ。
  地球の宝物  

▲

MAP ⑨

人類の進化をたどるギャラリー。タ
ンザニアのラエトリ遺跡で見つかっ
た、350 万年前のアファール猿人の犬
歯＝写真丸内＝や、英国でもっとも古
いとされる１万年前の英国人

「チェダーマン」の骨＝同右
＝など、保存状態の良さに
驚くばかり。 
  人類の進化 

▲

MAP ⑩

草食恐竜ステゴサウルスの骨格が展示される「アースホール」。地球を
表現した球体がドラマティックに光り、ムード満点！ エスカレーターで
この地球を抜けると、火山・地震コーナーへ。
  アースホール 

▲

MAP ⑦

恐竜柄の子供服
25 ポンド


